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3. メイガ科の性誘引物質に関する研究 (第3甜) スジマグラメイガの舛'/lYt'1:比の氾伝様式★
高橋史樹 ･桑原保正 (京都大学腿学部)45.1.10受刑

30oCで飼育すると正T,ぎな性比 (辛:令-1:1)をホすが,代氾 (20●C)で飼Tlするとほとんど噸の

みが羽化し,椎は羽化しても交Fii苧馴こ穴符がみられるというスジマグラメイガFT系統の性TIを池
伝学的に検討した.野外媒ガは たは紙代飼背きれT=5系統について.代氾嘘空也をしらべたところ,
3系統に世代を皿じて迫伝する性比只冊がみられた. FT系統の只m性比の性TIは呼親を皿じて細

胞TI迎伝する傾向の強いことが示された.只謂性比は幼山糊とWL脚での蛾の苅い死亡率に兆づいて

いる.FT系統幼虫の休校を性比の正常なスジマダラメイガの他系統の幼山. わよぴスジコナマダ

ラメイガとノシメマグラメイガの幼虫に注射したが,只'.甘性比の性Tlを発現させることはできなか

った. また細田性のものの存在を休校巾 に砕認することができなかった. スジマグラメイガの異常

性比の性TIをDroso♪hl'taやAcdesでの場合と比校して考訳した.

マグラメイガ並村Phycitinaeに屈する教程の蛾の

性誘引物質の化学的研究と,それらの種問の相互関係

の枚封が筆者らによって進められている.性誘引物質

の111那相知には大塁の材料を必要とする.スジマダラ
メイガCadracauieLlaWalkerの末交Fa相成dlの大

!niL掛 こついては,桑原ら10)および高橋ら23)によって

ml.生されたように,その1系統のもつ性比に附した特

別な牲TIが利mされた.すなわち,この系統を 30oC
で飼ffすると雌雄がほぼ同数羽化するが,低温(20oC)

で飼市するとほとんど雌のみが羽化し,雄は羽化して

ち,その交TB掛こは多くの5q･問がみられる22)という性

*方(抑大学凸学部flti山学研光三,:菜統節426号.この研
兜は文部IH杓学研兜門の招助を受けた.

質である.

飼育条件によってほとんど雌のみを生ずるという1

系統の性質が,他の近緑矧 こもみられる一般的な性TI

であるならば.その性矧 ま近相和の性誘引物Ttの地山
材料の址超を非'IIYfこ容易にすると巧えられた.そのた
め.その性TIを示すFT系統の韮礎的持仏 とくにそ

のin位様式についてしらべた.さらにその性fIが細胞

TI氾伝をする可根性の苅いことなどがわかったので,

その性TIの同和只系統および近緑の他筏への伝達の可

能性についても検討を加えたので,それらの結果を報

告する.

美浜材料と飼育方法

用いた材料は京都大学農学部昆虫学研究室において
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1951年以来30℃ で飼育されてきたスジマダラメイガ

のいわゆるFT系統,泰野タバコ試験場から1967年5

月lc分与をうけたS系統,大阪府茨木市の某製菓工場

から1965年11月に分与きれたM系統,京都市内西陣の

其雑穀店で1968年8月に採袋したN系統,および.か

ってFT系統を得たのと同じ場所である農学部構内の

畜舎飼料庫から1965年8月に採災したW系統である.

その他にスジコナマグラメイガ AnagastakiihnieLla

Zellerとノシメマグラメイガ PlodiainterpunctelLa

Hiibnerを用いたが,それらは1967年10月から艮学部

良薬研死施設において飼育されていろ系統である.こ

れらの系統は迫伝学的には必ずしも純系とはいえない.

飼育は30°C:と20oCの恒温墓で,関係湿度約70%.

16時間の長日鮮明の下に行なった.食物として二硫化

Table1. Numberofadultsemergedin

炭素で煉頚した米ぬかを用いた.

各系統はガラス鉢 (内径11cm,深さ7cm)で,約

200卵をぬか20gで継代飼育した.いろいろのtlt代に

おける20oCと30oCでの羽化虫の性比をしらべる矢

験では150卵を 30gのぬかで, マヨネーズ瓶 (容虫

480cc)で飼育した.迫伝関係をしらべろ交雑火映で

はガラスシャーレ･(内径11cm,深さ4cm)で約200卵

を約30gのぬかで飼育した.その他の場合もほほこれ

らに準じた飼育方法を用いた.

卵の鮮化率は座下後24時間以内の卵を,トラガント

糊でトレーシングぺ-パ-に貼若し,数日後の脚化状

闇を観察することによって求めた.羽化数は産卵後約

45日間 (30oC)または約90日間 (20:C)に羽化した

個体数であるが,いずれの場合にもほとんど全部の桐

routineculturesofthestrainsS,W,
andNat30.C,andthatrearedat20.Ctotesttheeffectoflow
temperatureonsex･ratio.
About150eggsobtainedfromroutineculturesat30oCwerereared
on30gofricebranat30.Cor20.Cineverygeneration.(%)shows

themalesbayingabnormalcopulatoryorgan.
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体がこの1mrtq内に羽化を終える.

いろいろの系統を20●Cで飼育したときの性比

昆山肌 こおいてiT..1皮が性決起や性nl了の発-lfに形甥

を与えろことがしばしば靴f:(されているl･B･[･f･,2･tl･即㍉6)

このような別射 ま特別な系統に限られる助命もあるが.

近椋柾問でかなり四･皿に祝賀iされろ場合もあろ.たと

えば Brustl)はカナダのManitoba地方から採出され

た Aedes屑26モ屯を致死氾皮に近い前払 (19-29●C)

で飼育すると,本釆雄になるべき胴体がいろいろの程

度の性転換をすることが,1化性の12控のものにみら

れたことを示している.

性比の舛常が普通の飼育条件においてもみられる場

合もまたしばしば報告され,ていろ.たとえばネッタイ

シマカ AedesaegybtfL.のある系統は雄をより

多くLLiずる.この性矧 ま雄を迅じて迫伝t.I,おそらく

他の多くの系統や災田にもあろと.uJわれているl).

Droso♪hita属のいくつかの租では,雌を多く生ずる

個体の71-･在が北米その他の各地で観察され 迫伝掛 符

についても研究が進められている2･11,12･r3,ll･U･11)

スジマグラメイガのFT系統にみられる,低温で飼

-ffするとほとんど碓のみが羽化するという特性が宮守池

にみられろ現象であるかどうかを検証するために.ま

ず採錨地の異なる5系統 (FT,W,S,N,M)について
の低温刺激の効果をしらべた.

これらの系統は 30oCで継代飼市を跳けたが,道立

Table2. Numberofadultsemergedin
whenrearedat20oCor30●C.
is20oC forM200-strainand

のtu代に卵を20●Cに移してGLl]TfL.羽化山の性比を
しらべた.M系統については以上の他に入手したとき
20●Cで羽化した雌雄を用い.その後も20oCで継代

飼ヂfしたものがあり,これをM20o系統と呼ぶ,また

M20●系統の4代目から30oCに移して継代飼育した

ものを M20●⇒30o系統と呼ぶ.これらの飼育結果を

mlおJ:ぴ2表に示した.

どの系統でも30oCで飼育したときは雌雄はば同数

羽化する.一万20oCで飼育したとき,S系統は1-15

世代,N系統では2-12世代にわたって性比には異常

はみられないで,雌雄ほぼ同数羽化する.しかしW系

統とM系統では入手当初から雄の羽化が異常に少ない.

M20o系統は観察した4-12tu代にわたり20oCで性比

に宛常はみられないが.M20㌧>30o系統は5-16世代

において20oCで羽化した雄の数は異常に少ない.ま

た30●Cでの卿 t飼打期間の良RZが性比におよばす影

哲ははっきりしない.

FT系統については,1959印の火映で低氾によろ性

比の只関が椛はされた22)が,この特性が始めて認めら

れたのはさらに叩く1954咋であった.ll~dLr110月に卵

200個を米ぬか40gとともに容掛 こ入れ 研兜盤外の

廊下に放田し.).Pl才き5月に羽化した個体をしらべたと

ころ,2桐のくり近しとも雑の羽化は全くみられず.

雌のみが31itJiと22孤羽化していた.このようにFT系

統の切介にも1951畔に採災してから3昨日にはっきり

とその招性が.uめられていた.

thestrainsM,M20●.andM20ぅ30●
Thetemperatureofroutineculture
30●C forM-andM20-}30●-strains.

Onehundredandfiftyeggswereobtainedfrom routinecultures
andrearedon30gofricebranineverygeneration.
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以上の実験でしらべた5系統のいずれにおいても

30●Cでは雌雄ほぼ同数羽化するが,FT,●W,Mの3系

統については20oCの低温飼育によっで雄の羽化が只

'1ほIこ娘少することがわかった.このようにFT系統の

州 Iri性比の特性は,スジマグラメイガではごく限られ

･た特殊なものではないように思われる.また採災して

30oC飼育を続けた初期に異常性比の性質がみられ,

その後世代を通じて長く保たれた退転的な性質と考え

られる.

FT系統の 20oC飼育で羽化した雌に30oC飼育

で羽化した杜を交配し続け1=場合の性比

FT系統を 20oCで飼育したときほとんど雌のみが

羽化する.その雌に30oCで羽化したFT系統の雄を

交配し産卵させ,それを20oCで飼育し,羽化する雌

にふたたび30oCでの雄を交配するという拙作をくり

返したときの羽化成虫の性比の変化をしらべた.

1964年から1967年までの19位ftにわたる結果を第3

表に示したが.正絹な雄の羽化はほとんど増加しない.

しかし交尾妄執こ知将のある奇型の雄の羽化は9世代目

ほどからかなり多くなっている.FT系統には継代飼

育のとき朗か開始の日をli副詞ずつちがえた4飼育系
統があったが.それらの閲には低温に対する感受性に

若干のZ!SR.があろことをiru租 23)で述べた.この実験に
用いた30oCの雄はこれら4飼符系統の特定のものに

限らなかったために.付狙の雄が多数生ずるようにな

ったのではないかと恩われる.

6,12,および13tii代目に羽化した雌に同時に 20oC
で羽化した少数の雄を交配し.和られた卵を20Coで

飼育したが,いずれも羽化しなかった.しかし14t即七

日に羽化した雌と雄の交配による卵を飼育したときは

(第4表.FL系統),1.-3世代にわたってやはり雄の

羽化は異常に少なく,奇型の雄が多数にみられた.し

かし,邦3表に示した場合よりは雄の羽化が若干多か

った.

JRに述べた災験船架やこれらの結果は,FT系統の

性比についての低温感受性が世代を通じて伝えられる

地位的な性Tiであることを示唆する.

14

Table3. ThenumberofaTdultsemergedof
FT-strainrearedat20oC.Females
emergedineverygenerationwere

crossed with malesemerged in

stockcultureat30oC.150eggs/30g
ricebran.

★Eggsobtainedfromcrossingbetweenfemales

andmalesemergedinthisgenerationdidnot
developtoadult.

榊 Anewline(FL-strain)wasstartedfromthe
eggsobtainedfromthecrossbetweenfemales

andmalesemergedinthisgeneration.

系統問交雑実験による異常性比決定梯瑞の検討

野外から採災されたDl･OSObhl'ta屈の数弧 D.ob-

scura,D.Pseudoobscura,D.♪eysimilis,D.azteca

などにはほとんど雌だけを生ずる異常個体のみられる

場合があるが,この形質の迫伝はⅩ染色体によって伴

Table4. ThenumberofadultsemergedinroutinecultureoftheFLstrain

(…inTable3)at20oC.150eggs/30gricebran.

Generation IReplicatesL i (a) ? Total
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性in伝することが知られている7･11).またDroso♪hL'La

属So♪ho♪horaBli屑のいくつかの孤で.う117;号也比の性
TIが母性迫伝する場合のあることが D.bl'/ascl'aEallI,

D.♪rosaLEans2),D.wiLEistom'とD.Pouh'sLorum12),

および D.equfnoxiatL'sl3)な どにみ られてい る.

D.wiLtL'stoniとD.cqul'noxl'atfsの場合には完全に雌

のみで雄はほとんど生じないが,D.♪a〝tf'sEorum の

場合には少数の雄が現われる.

FT系統の男滞性比に関する特性の氾伝雌羊捌こつい

ての知見をえるために,20°C飼育においても正'It;亨な

性比を示す S系統およびN系統との交雑を行ない,

20oC と30Coにおける羽化虫の性比をしらべた.

1) N系統との交雑

桝化率 :節5表に羽化串を示したが,30oCと20oC

のいずれの飼背配皮においても.Pd減 のいずれの組合

せにおいてもとくに大きい舛'i削ま認められない.卿化
率の低い一部の組合せでも.練り近しlL'rltの狩!Wがある

ので,卿化率の若干の丑は,むしろ親の交配の原に吐

息密度や性比を一定にしなかったために生じたもので

あり.迫伝的ではないと考えられる.

羽化率と性比 :脚化幼虫が発育し.羽化する率は邦
6表に示したが,30oCでは84%以上を示しており,

いろいろな交配の組合せの間にはとくに目立った差は

ない.しかし20oC飼育では後述する性比の異常と開

通した羽化率の変化がみられた.ただしこの場合羽化

虫数には雌.正常な雄および交尾器に異常のみられる

奇塾雄の全部を含めた.

羽化成虫の性比については第7表に示した.いずれ

Table5. PercentageofegghatchinginthecrosslngexperimentbetweenFT-
strain(ど)andN-strain(N)at20oCand30oC.

Table6. Percentageofadultemergencefrom eggshatchedinthecrossing
experimentbetweenFT-strain(F)andN-strain(N)at20oCand
30oC.

F

15
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Table7. NumberofemergedmothsinthecrossingexperimentbetweenFT-strain(F)
andN-strain(N)at20oCand30oC.Thesexratioat208Cwascomparedwith
thatat300Cbyx2-test,inwhichthemaleshavingabnormalCopulatoryorgan,
(%),Wereincludedinthenumberofmales.

★:significantat95% level

の交配の組合せにおいても30oC飼育では雌雄はば同

数の羽化がみられる.交尾日割こ輿Tf旨のある雄個体も例

外的にしかみられない.20oC飼育においてFT系統

の同系交配の結恥では,これまでの結果と同じように

雄が少なく総数の16%に過ぎない.さらにそのうち正

常な雄は少なく,21,%であった.一方N系統の同系交

配では雌雄ほはrEil敷羽化する.F系統とN系統との交

配の Fltu代においては雄の羽化の割合は両系統の中
間よりはむしろ正悶な比を示すN系統に近い.しかし

奇型雄は比較的多くみられる.FZtu代およびLpbiL交

配においても,雄の羽化がやや少なく,奇型雄の羽化

が多くみられる.

奇型椎と正常雄を加えて計算したときの性比を

30oC飼育における性比と比較したとき,FT系統と

の以し交配にわいて差がとくに大きいことは,染色体

上の氾伝-子がLyd与している可能性があることを思わせ

ち.しかし断走的な結論を下すことはできず,氾転機

梢が祝雑であることを示している.雄の羽化率の低い

FT系統で稚型経の山軸率が高く,いろいろの交配組

合せでも雄の羽化率の低い組合せでは布型雄の出現率

が高いことは,坪性形質の発現横川の低温感受性と舛

得性比とが同一の機構によることを示していると考え

られる.

これらの結果の解明には少なくとも次のようなこと

を考慮しなければならない. 1)スジマダラメイガに

おける性決定機構の問題. 2)そのときに含まれる性

決定因子が温度に対して感受性であること, 3)さら

16

にその感受性の程度に系統間差異があることなどであ

る.

2) S系統との交雑

産卵能力:後述するように交配組合せによっては鮮

化率がとくに低いものがみられたので.雌1改あたり

の産卵数に苅田がないかをしらべた.1桐のシャーレ

に雌1更正と碓 1-2銃を入れて交尾産卵させて,その

卵をかぞえた.スジマグラメイガの体の大きさは生息

留皮によっても飼育温度によっても大きい抄班をうけ

る.また曜1政の産卵数はその体盃によって大きく変
化する20′21)ので,体重の指増となる執幅を同時に測定

した.

いろいろの組合せの交配による産卵数の平均値とそ

の95/%'L言棟限界を或幅値との関係において示したのが

第 1図である.実験のくり返しの数はそれぞれ4-20

個である.図にはFT系統の雌の 30oCにおける.,TTA幅

(Lmm)と体重 (Wmg),および体重と産卵敷 くE)と
の田係の実験式gl)

L-0,660WO228

E-8.974(W-1.7)1･2817

によって狩られた曲線を同時に示した.

各組合せによって産卵数には多少があるが,FT系

統の確偶作の改帽と産卵数との関係を示す曲線に従う

変化をしているので,産卵数の多少は実験に用いられ

た雌個体の体の大きさによって生じたものと考えられ

る.しかし同系交配より▲も系統問交雑の方が産卵数が

多い憤向にあることが,それらの実験値が曲線より上
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Fig.1. Numberofeggsdepositedbyafemalemothinrelationtoherhead
widthimtlleCrossingexperimentbetweenFT-strain(F)andS-strain
(S).Thecurveandtheexperimentalequationsindicatetherelationship
betweenthenumberofeggsdepositedbyafemalemothandherhead

widthofFT-strainat30oC(fromTakahashi1968).

Table8. PercentageofegghatchinginthecrossingexperimentbetweenFT-
strain(F)andS-strain(S)at20°Cand30oC.

にあることから考えられる.しかしS系統についての

班Ql.ほ維卵故との関係の曲線が得られていないので即

梢のみられろ射1介せの交配においても産卵数のjfr'(･'rq','は

みとめられない.

卿 ヒ率 :貯化邸の様子 (第8表)はN系統との交雑

の場合と大きいちがいがみられた.すなわちFlにお

いてS系統の雌を親としたときには貯化率に異常がみ

られないのに対し.FT系統の雌を湖としたときには

卵化埠王が57d･'/l'Iに帆かった.このt.lj火は数回繰り返し調
べて椛かめられた.以し交Fuや他の交配の組合せの巾

にも舛'Jl'.'に低い卿化串を示すものがみられた.このよ
うな現象は30°Cにおいても20oCにおいても同様に

みられるので温度によって交配されるものではなく,

系統の迫伝的な性質に基づくものと考えられるが,輿

常性比の生ずる迫伝学的機構とは関係がないように考

17
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Table9. Percentageofadultemergencefrom eggshatchedinthecrossing

experim6ntbetweenFT-strain(F)andS-strain(S)at20oCand30oC.

＼＼＼㌔ ＼ lhLa;:岩…SeAmd整gesd 形 LLaTh:ZeAmd:諾esd ,Oo,I

Fl(F?xS%)
hLa;cr岩…言eAmde譜esd /ab thLa:義 :A:de語es:'%

Table10. NumberofemergedmothsinthecrossingexperimentbetweenFT-

strain(F)andS-strain(S)at20°Cand30oC.Thesexratioat

200Cwascomparedwiththatat30oCbyx2-test,inwhichthemales
havingabnormalcopulatoryorgan,(i),Wereincludedinthe
numberofmales.

＼㌔＼1♀(冒♀(舌) を
S

♀ /(杏) 古 ♀Fl(F福 Sを)を ! ♀F.(S字%x)F舌)杏

●:significantat95% level.

えられるので,これについては別の機会に検討するこ

とにする.

羽化率と性比 :この交雑の場合においても卵を

30oCで飼付すると,雌と雄ははば同数羽化する(節
10表). また幼虫からの羽化率も一部を除き大きい差

はなく約 70,% 以上を示している (邦9表).しかし

20oCでの飼育の結果はN系統を用いた場合とは異な

ってかなりはっきりした関係がみられる.すなわち,

FT系統を母あるいは祖母にしたときには父はfT系

統でもS系統であっても,あるいは両系統間の交雑子

18

孫であっても雄の羽化が異常に少なく,交Fa掛こ1717拝
のある奇型雄が多数羽化している.また地山からの羽

化率は雄の羽化に応じた低い値を示している.しかし

その他の場合,すなわちS系統を母や祖母にする似合

には20oCにおいても羽化虫は雌と雄がほほ同数で,

幼虫からの羽化率も約80%以上になり,正'Il'fとみなし
得る.

これらのことから20oCにおいて現われるFT系統

の異邦性比の性質は卵を通じて母性迫伝されるように

思われる.また雄の羽化数が少ない理由は20oCでの
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発Tl<途中で雌が死亡すろためであると抑黙される.

異常性比発現の経過

粥F.巧･六川 22)と柑 1巧ら23)が述べたように.スジマグ
ラメイガのFT系統に邦悶性比が止ずるためのll紬1刺
政の感受性が柁別に払い幼出発-ffmはみられない.蕊
た幼dl期と如糊を池じて全休として20oC程fiEの伏臥

で飼付することによって5'4･'rft性比ならびに只鞘性形11
が生ずることがわかっていろ.20oCで飼育するとき

終令期になると多くの幼虫はぬかの上や容器の壁をは

い廻る.このとき幼虫の背面の皮膚を通してみえる耶
Aiによって雌雄を判別したところ,すでに雄の比率は

非関に少なくなっている.さらにそれらの皮厨を通し

てみえる桁斑は正常な個体のそれに校べて邦子捌こ楼小

化している.

この終令幼虫期の雌50正は封皇100班をそれぞれ別々

に20oCで飼rfI-を統けて羽化させたところ,雌助山か
らは即金な雌成虫が45豆往く90%)羽化したが,雄幼虫

からは雄成虫が28iL7R(28%)羽化したにすぎない.し

かもそれらの棚の全部に交Ei器の異常がみられた.こ

のように幼虫終令期から抗期における死亡率は雄にお

いてきわめて大きい.

前報22･23)に述べたように.低温の性比におよばす効

果は卵期にはみられないことを考えると,その効矧ま

雄の発育途上での何らかの要因に基づく死亡によって

もたらされるものと考えられる.少数の両性の胴体が

みられた22)としても,前述l･J･9)した Aedes屑の教組

においてみられるような性転換が性比を苅田にしたと

は考えられない.Dyoso♪hilaについて性比がmeiotic

driveによって与li･'It;I,,Cこなり,この効果は温度によって
かわろことが示されたl). しかし,これは卵子と稲子

の投書l')の際における現象である.スジマグラメイガF
T系統の場合は幼虫の発背途上における雄の死亡によ

るもので.親の交Faの時期にも卯別にも航払Aの効脚 ま
認められないから,Drosobllflaにみられた meiotl'c

driveではない.

異常性比を示す性賞の系統rE'1.種間の感染性の検討

JRに述べたようにDTOSObhita屑のいろいろの柾に
はうrQT'I'i号性比を示す系統のあることが知られている.そ

の性比を決定すろ因子(SR因子)は卵の細胞質を通じ

て伝わるスピロへ-タ様の細菌である場合があるH･16).

さらにその因子は卵の細胞質や体液を注射することに

よって,性比の正常な同種の異系統に,あるいは異種

に感染させ得ることが知られている.しかしそのとき

のSR因子の働きの強さは,因子の種類と寄主の種類

との組合せによって異なる.そのような人為感染の成

功例は同校の異系統間については D.willistonill･u),

D.equJ'noxJ'at,'sl3)およびD.JIrosattans13)にみられ,

5'(･柾問についてはD.m'IIisEo〝L-からD.cqul'〝OXiatis13)

や D.metanogasLcrll)への火映などにみられろ.

スジマグラメイガのFT系統の特性については,こ'

れまでの実験から別冊性比の光跡 ま幼出発IfI'期間に生
ずることや,卵を皿じて榊胸TI地位をする可能性の高

いことがわかった.この似合にもDroso♪hrtaの場合

のような細菌による氾伝の可能性が考えられるので,

そのような細菌の存在の有矧 こついての田放鍬 こよる

検充を訳邦大学見学部植物病理学研死重の大内成志氏

に依梯した.しかし多数の幼虫について調査されたに

もかかわらず.細菌様のものは検出きれなかった.

休校の江別による感染の可能性を検討するため.F

T系統幼虫の休紋をN系統のスジマグラメイガ幼虫お

よびスジコナマダラメイガとノシメマグラメイガの幼

虫の体内に注射し,その藷響をしらべた.用いた休校

はFT系統幼虫の体内から宙接注射器でiLiめることと.

幼虫腹脚を切断してお出する休紋をミクロシリンジに

Tablell. Emergencefrom thelarvaeofN-strainofCadracautcLla.Anagasta
kiihnletlaandPLodtal'nteYPunctella,whichareinjectedthehaemolymph
ofFT-strainlarvae.

19
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Table12. Numberofmothsemergedfrom eggswhichareobtainedbythecrosslng
ofmothsemergedintheexperimentshowninTablell.

Markof
parentsin
Table12
♀×含

Number Number Mark
of ofmoths of
eggs emerged moths
% i

umber Number
of ofmoths
eggs emerged

♀ 吉

(rearedat30oC)

467 68 61 (G)

287 65 68 (H)

(rearedat25oC)

(4pairs)203 188 (Ⅰ)

7 39 44 (∫)

(rearedat20oC)

509 99 100

430 79 83

(rearedat20oC)

60 24 15

Table13. Numberofadultsemergedat208Cfrom eggswhichareobtained

bythecrossingofmothsemergedintheexperimentshownim
Table12.

species 聾 ":gomfser %-o"thusmBSeroge呈

G

H

I

l

l

X

x

x

x

x

G

H

I

1

1

700

650

(13pairs)
200

?

弧める方法によって村た.体紋はミクロシ.)ンジで被
江射幼虫の体内に 1-2FLtずつ注射した.

耶11泌 こは処理個体数と羽化数の関係を示した.そ

れら羽化山間の交配によって得られた卵を300,250,お

よび20oCで飼育したとき羽化した成虫数を節12表に

ホした.耶13滋には第12表に示した実験でのスジマダ

ラメイガの30oCでの羽化虫および,ノシメマグラメ

イガとスジコナマグラメイガの25oCでの羽化虫の同

系交鮎によって柑られT:卵を再び20oCで飼育したと

きの羽化山故を示してある.

那12および13出を池じて,いずれの注射実験でも子

1地代も孫uH宅も羽化虫の性比には異7割まみられなかっ

た.このようにスジマグラメイガFT系統の只常性比

を示す性矧 まin!.系統にも,他紐にも体紋注射によって

感染させることは,ここに述べた予揃的火映において

不成功に終った.

お わ り に

スジマグラメイガFT系統の低温によって生ずる異

鞘性比の性Flが,交雑実験によって母性迫伝をする幌

向の強いことが示された.しかしDyosoL)hitaのSR

凶子のようなものの存在を確かめることができず,こ

20

128
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は

‖り

2

5

9

0

3

12

6

00

7

14

日
U

の性質の迫伝機手招を明らかにするまでに至らなかった.

しかしながらこの研究でみられたいくつかの実験紙火

を DrosoL)hiLaや Aedesでの場合と比較することに

よっていくつかの問起点を示すことができる.

Drosobhz'LaのSR因子に関しては,描出に似てば

bn･71','性比の性質が治出され その後iqIL;I,'のiu庇にIjiし

て も元の輿'呂.?性比の性質に6!らないことが,

D.bJ-fasciaEall)やD.equinoxiaLl'sl3'にみられるが,

高温治U.壬の効果のない D.WilListoni12･ulの場合もあ

ち.スジマグラメイガFT系統の場合,低温 (20oC)

で飼育すると共常性比がみられるが,30oCで飼pffす

ると異常性比を全く示さない.しかし潜在的には休ち

続けるという点でDyoso♪hJILaでの異常性比の性Tiと

災なる.Craiga)が見出したAedesaegyL)tiの1系統

は27oCで幼虫を飼育すると成虫は正鞘な性比を示す

が,30°～34oCで飼育すると成虫の半分は正'iilrな雌で

あり.城りの半分は同性になる.350-37oCで飼付す

るとすべて形態的には雌になるが,その半分は氾伝学

的には雄であることが示された.この現象は性に限定

されて現われる体敗色体にある劣性氾伝子で支配され

ているが,絹温では掴在的に保たれ,高温で効米をホ

している.スジマダラメイガFT系統の場合は逆に低
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弧によって,牡の転換には至らないが,椛の死亡和 ;
高くなって性比にjq'Il'Yを姓じT:.S系統との交雑実験
では丹比氾位の似内が強かったが.N系統との交討伐
験では斑聖仏体のLW与していろ吋随性が充て卯 1なかっ

た･また舵机での椛の死亡率の花いことと雄性形矧 こ

DTT!.'ll号を出ずることが同一横仙 こよっていることが巧え

られることから.Aedesの場合と同じようにlT,1度が性
形Flの発現の過掛 こ彫甥を与えていることがyl.えられ

る.

以上に述べたようないろいろのm似点や柑jTT!.点を缶

めて,FT系統の只問性比の性TIの照明は氾伝学的に

も生瑚学的にも今後に多くの問題を残している.
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SummAry

Thesex･ratioofastrainFT ofthealmond

moth,CodracauLctlaWalkershowsstrongabnor･

malitywhenthestrainisrearedunderthe

conditionof20●C.Itextremelydeviatesfromthe

normal1:1sex･ratl'O.Amongthemothemergence

nearlyallisfemaleandmaleshaveabnormal

copulatoryorgan.llowever,noabnormalityis

foundunder30oC.

Thestabilityandpersistenceoftheabnormal

sex.ratioconditionwereobservedinthreestrains

outoffiveexamined.Theconditionappearsto

bematernallytransmittedthrougheggs.

ThectlaraCteristicoftheabnormalsex･ratiois

aconsequenceofhigh mortalityofmalesintheir

larvalandpupalstages.

Trialsto transfer the abnormalsex･ratio

conditionweremadebyinjectinghaemolymphof
theFT-Strainlarvaeintolarvaeofanormal

strainofCadyacautcllaandlarvaeofthedifferent

speciesofPhycitinae,-AnagasEakL'jh〃ictlaand

PJodt'afnterL)unctctlG.However,theseattempts

wereunseccessfuL

PresenceoEmicroorganismsCOuldnotbede･

tectedbyamicroscopicexaminationoflarval

haemolymphoftheFT-strain.

Abnormalityofthesex･ratiowasdiscussed

comparingwith thecasesofDrosoLIhitaand
Acdes.
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